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平成 18 年度知床世界自然遺産地域における保全・共生推進のための 
資料収集及び情報提供手法検討業務 

作業報告書 
 
1.業務目的 
 平成 17 年 7 月に知床が世界自然遺産として登録され、現在知床では「知床世界自然遺産

地域科学委員会」や「知床国立公園利用適正化検討会議」において、様々な検討がなされ

ている。また、これを受けて、陸海域では様々な調査等が実施されており、知床半島にお

ける基礎的なデータの収集がなされている。こうして得られた知見や研究成果等に加え、

資料や文献といった様々な科学的・人文的資料の中から、知床半島の保全と適正な利用を

図るために、各検討委員会委員、研究者、関係行政機関等で広く共有するべき資料や文献、

研究成果等（以下、「資料等」という。）を収集すると共に、収集した資料等に関する情報

提供の具体的な手法を検討することを、本業務の目的とする。 
 
2.業務内容 
 本業務で実施した事業内容について、以下に示す。 
(1)資料等の収集 
①知床半島における環境省実施調査事業の整理および GIS 化 
 世界自然遺産に登録される以前から、知床半島では多くの調査・研究がなされてきた。

これらの調査内容、報告書、論文等に関しては、すでに平成 17 年度の事業においてデー

タベース化された。ところで、遺産登録前後から実施されている各調査事業の多くは、

知床世界自然遺産の保全を目的として実施されている。このため、これら事業の背景と

目的、結果等をまとめておくことは重要である。 
以上のことから、平成 17 年度および平成 18 年度に環境省によって実施した知床世界

遺産地域に係る調査事業の内容をまとめた。ここで、平成 17 年度に実施された事業につ

いては、事業の背景・目的、調査の概要、結果の概要をまとめた。また、調査を行った

位置が分かるものに関しては 1km メッシュ化して GIS データとした。 
 平成 18 年度以降に実施している事業については、事業の背景、目的、調査の概要をま

とめ、調査位置が分かるもの関しては調査位置を 1km メッシュで GIS データ化した。 
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 ②1947 年撮影空中写真の整備 
  広域に渡る範囲の現況を把握するには空中写真が有用である。環境省では、既に遺産

区域の 2004 年および 1977 年撮影の空中写真をデータベース化している。ところで、現在

一般に全国単位で入手できる最も古い空中写真は、1947 年頃に米軍によって撮影されたも

のであることが知られている。こうした過去の情報を揃えることは、今後空中写真の解析

等を行う上でも重要であると考える。 
  そこで、本業務では米軍によって 1947 年に撮影された空中写真をオルソ化し、デーベ

ースに加えた。画像は Tiff 形式で作成し、GIS ソフトウエアで閲覧が可能なものとした。 
  使用した米軍写真の諸元を表-1 に示す。また、データを整備した範囲を図-1 に示す。 
 

表-1 使用空中写真 諸元 
撮影年月 1947 
撮影縮尺 1：40,000 

撮影モード 白黒 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-1 オルソデータを作成する範囲 
 
 ③衛星画像ライブラリの新設 
  知床半島は周囲を海域で囲まれており、海洋環境に大きな影響を受けることが知られ

ている。世界自然遺産となった背景には、陸域と海域の生態系が密接に係る生態系を有

することが評価のひとつとなったが、こうした意味でも半島の陸域を含む海洋データを

収集する意義は大きい。衛星データを用いることで、陸海域にとらわれず、広い範囲を

カバーできる点や、海水温や風向風速等、様々などの情報が得られる。 
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しかし、衛星の種類によっては無料で手に入れられるデータがあるものの、GIS デー

タや背景図として報告書等に使用するには画像を検索するための時間と、リモートセン

シングに関する技術力を要する。 
そこで、本業務では「衛星画像ライブラリ」データベースを作成し、一般配布されて

いるデータを中心に画像を収集した。収集を行った衛星の種類を表-2 に示す。また、収

集した衛星写真については座標情報（ワールドファイル）を加えてデータベース化した。

このことにより、ユーザーが衛星画像を GIS や報告書の図として使用することが期待さ

れる。 
 
表-2 収集した衛星データの種類 

データ種類 衛星名 センサー 期間 シーズン 
海上風向・風速

（月平均） 
SeaWinds QuickSCAT 2005 年 2 月～

2007 年 2 月 
春夏秋冬 
×2 年分 

海水温度 
（月平均） 

Terra MODIS（熱赤外） 2005 年 2 月～

2006 年 10 月 
春夏秋冬 
×2 年分 

地上背景 Landsat 可視 1990 年～ 春夏秋冬 
 
 

(2)収集した資料等の情報提供手法の具体的検討 
 これまでの事業で作成されたデータベースや、本事業で収集する情報をデータベース化

し、関係者の情報共有や市民への普及啓発を行う具体的な手法として、印刷物、ビジター

センター等における資料展示、放送等のメディア、ホームページの利用等が考えられる。

これらの中から、労力、金額、情報伝達の公正さ、情報伝達の範囲等を検討したところ、

ホームページによる情報共有と公開が、もっとも効果が高いと判断した。そこで、本業務

ではホームページ、「知床データセンター」を開設し、データベースを格納することとした。

「知床データセンター」の基本コンセプトを図-2 に示す。 
ホームページでは、収集されたＧＩＳデータや資料を使って、科学委員会などの会議の

中で話し合われたキーワードをピックアップして収集されたデータとの関連を示し、現在

の知床でトピックとなっている話題などを紹介することとした。 
ところで、知床データセンター内に格納する情報の中には、未発表の調査データや、希

少種に係るデータなど、一般公開には適さないと考えられる情報も含まれる。そこで、ホ

ームページの閲覧にあたっては一般ユーザーと登録ユーザーなどに閲覧者を区分すること

を考えた。 
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図-2 ホームページによるデータ配信と活用方法 

登録ユーザー等 一般ユーザー 

科学委員会など、各種会議の資料など 

発信情報の取捨選択、インターフェイスの検討 

H17 年度調査結果 

    H18 年度調査予定 など 

データ収集と入力 

科学委員会・WG のメンバー等 一般の閲覧者 

科学的な検討を行う際の

データベースとして活用、 

情報の登録 

エゾシカは？ 

産業は？ 
海域 WG では？ 

利用のあり方は？ 

河川工作物は？ 

電子データの収集 

収集されたＧＩＳデータや資料を使って、知床世界遺産地域の動きを紹介 
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3.結果 
(1)知床半島における環境省実施調査事業の整理および GIS 化 

  本事業で内容をまとめた調査を、表-3 に示す。また、まとめた項目の内容を表-4 に、

データベースの表示例を図-3 に示す。 
 
 表-3 本業務でまとめた調査事業 

平成 17 年度 平成 17 年度知床国立公園利用適正化検討調査業務 
 平成 17 年度知床半島におけるエゾシカの植生への影響調査業務 
 平成 17 年度知床半島エゾシカ保護管理計画検討調査業務 
 平成 17 年度知床における外来種対策事業 
 平成 17 年度知床世界自然遺産地域生態系モニタリング調査業務 
平成 18 年度 平成 18 年度知床国立公園利用適正化検討調査業務 
 平成 18 年度知床におけるエゾシカの植生への影響調査事業 
 平成 18 年度エゾシカ保護管理計画策定業務 
 平成 18 年度エゾシカ密度操作実験予備調査業務 
 平成 18 年度国指定知床鳥獣保護区ウトロ地区における 

エゾシカの適正管理事業 
 平成 18 年度知床における外来種対策事業 
 平成 18 年度知床世界自然遺産地域生態系モニタリング調査業務 

 
 表-4 項目 

項目 内容 
調査目的 調査事業の仕様書等に記されている事業の背景と目的をまとめた。

目的や業務内容が複数に存在する場合は、「1.エゾシカ標識個体の追

跡調査 2.ガンコウラン群落の回復状況の把握」といったように、番

号によって分けることとした。 
調査方法 平成 18 年度の調査に関しては、業務が完結していないものもある

ので仕様書に記されている調査方法を簡潔にまとめることとした。

平成 17 年度の調査に関しては、すでに報告書が提出されているの

で、これを元にできるだけ簡潔に内容をまとめることとした。 
調査結果 平成 18 年度の調査に関しては、報告書が提出されてから順次書き

込むこととした。平成 17 年度に関しては、報告書を元に簡潔にと

りまとめることとした。 
調査地 仕様書・作業報告書を元にまとめた 
キーワード 調査内容に関連するキーワードを 3 種類程度抽出した。 
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図-3 知床データセンター内での表示状況 
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調査名 平成 17 年度知床世界遺産地域生態系モニタリング調査 

調査目的 1.知床岬におけるエゾシカ標識個体の追跡調査 2.2003 年以降に実施している、ガンコウラン群落、山地高

茎草本群落、および亜高山高茎草本群落の防鹿柵による回復実験の現況を把握する。 3 知床半島でも特に

知床国立公園内の海岸線を主な対象に，在来種と外来種の分布状況を明らかにする。 

調査方法 1.捕獲個体は体重，体長・体高・胸囲・後足長・歯列を記録し，耳タグ型発信器と視認用耳タグを装着した。追

跡は航空機を用いて夏期（8 月）と冬期（3 月）の 2 回，地上からは 5 月と 9 月に 2 回行った。 2.出現種の優

占度と発育段階、草本層の植被率ならびに群落高を記録した。とくに固定方形区では、ガンコウランの株ごと

に写真を撮影して、これまでの 2 年間（2003 年、2004 年）に撮影した写真と比較して、株面積の拡大過程を追

跡した。 3.踏査中に発見した指標在来種を含む群落について，位置を記録し，シカによる接近の可不可を判

断し，群落内に出現した種を量的評価した。また，可能な場合に限り，群落の中に半径 5m の円調査区を設定

し，円内に出現した種の被度を評価した。 

調査結果 1.岬部では定着型が多かった。また、一部の個体は知床岬の西側の台地上を通年利用していることが分かっ

たことから、岬台地の草本群落に対する採食圧を下げるためには定着型の生息密度を減らすのが効果的で

あると考えられた。 2.風衝地のガンコウラン群落とエオルシの山地高茎草本群落においては、在来植物の回

復はおおむね順調といえた。また、根室側に位置するシレトコトリカブトを主体とする亜高山高茎草本群落の

回復はいずれも有望といえた。 3.群落タイプ・種によって状況が大きく異なり，すべての在来種が一様にシカ

の採食圧で減少しているとはいい難かった。シコタンヨモギについては，岬地区に残存する約 100 個体を確認

したのみであり，引き続きシカの採食圧に晒されていることから防護柵などの対策が急がれる。エゾノシシウ

ド，マルバトウキに関し，岬以外の地域で比較的広く分布が確認された。しかしこれらの群落はシカが接近可

能な場所に位置しているため，今後無雪期のシカの動向には注意が必要である。  

調査者 知床財団 

調査地 1.知床岬 2.知床岬 3.知床国立公園内の海岸線 

調査年 2005 

キーワード 知床岬、エゾシカ、季節移動、植生回復、防鹿柵、海岸線、希少種 
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調査名 平成 17 年度国立公園等民間活用特定自然環境保全活動（グリーンワーカー）事業知床半島にお

けるエゾシカの植生への影響調査 

調査目的 1.ニレ属、イチイの枯損木から過去におけるエゾシカの食害状況を把握する。 2.高山帯における

エゾシカの進出状況を痕跡調査により明らかにすることにより、過去から現在までのエゾシカによる

植生への影響を把握する。 

調査方法 1.ニレ属およびイチイの枯損木から幹円盤を 50 個程度採取し、成長過程を分析することにより、過

去 200 年間のエゾシカの食害の有無について把握する 2.各種痕跡調査、情報収集 

調査結果 1.岬地区では 269 年間、幌別岩尾別地区では 370 年間、エゾシカ密度が現在ほど高い時期はな

かったと推察された。また、密度の変動に関しては両地区とも 19 世紀の前半と 20 世紀の初頭に直

径 15cm 未満のニレ属に樹皮剥ぎ被害が発生していたことが分かり、1980 年代初頭にエゾシカの

密度が 4 頭/km2 であったころの状況に似ていることが分かった。 2.踏査域のほぼ全域で無雪期

のエゾシカの痕跡を確認したことから、標高 400m を超える高山帯もエゾシカに利用されているとい

えた。また、遠音別岳周辺では標高 1000m を超える稜線付近でも無雪期の痕跡が確認でき、稜線

を横断するシカ道も確認された。 

調査者 財団法人 知床財団 

調査地 知床岬、岩尾別、遠音別岳周辺 

調査年 2005 

キーワード エゾシカ、植生、年輪解析、高山帯、痕跡 
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調査名 平成 17 年度国立公園等民間活用特定自然環境保全活動（グリーンワーカー）事

業知床における外来種対策事業 

調査目的 2002 年及び 2003 年の環境省「知床における利用の適正化と野生生物との共生

推進事業」において、アメリカオニアザミの駆除作業が試験的に行われてきた。本

事業はそれらの試験結果に基づき、2004 年に引き続き知床岬地区での本格的

な同種の駆除を目的に行われた。 

調査方法 1.知床三崎地区での分布状況の把握 2.刈り取りによる駆除作業 3.刈り取り誤

の経過、種子飛散状況の観察 4.刈り取った頭花による発芽試験 

調査結果 1.海岸側及び明るい林内側へと分布が拡大している 2.ブッシュカッターを使い、

頭花と株を切断し、さらに株を地表面から刈り取る処理を行った。 3.2003 年に設

置した固定プロットには、新規に侵入している株は少なく、株数も 2004 年に比べ

て極端に少ない傾向が見られた 4.花期が終了した後の頭花は、切断しても完全

な種子を生産するので、刈り払いの後に頭花を回収することが必要であるといえ

た。 

調査者 財団法人 知床財団 

調査地 知床岬 

調査年 2005 

キーワード アメリカオニアザミ、知床岬、駆除 
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調査名 平成 17 年度知床半島エゾシカ保護管理計画検討調査 

調査目的 季節移動の状況から越冬地への忠実性と越冬群の独立性を把握し，知床半島における

エゾシカ個体群の内部構造（メタ個体群構造）を解明する。また、シカ越冬地、非越冬地、

高標高地の植生変化を把握すべく花粉分析を行った。 

調査方法 2004 年 9 月から 2005 年 3 月にかけてエゾシカを捕獲，視認用耳タグ等を装着し，季節

移動を追跡した。花粉分析に使用する土壌試料は、ダクノウスキ－型ハンドボ－ラ－を

用いて深さ 25cm 毎に順次採取した、5cm ごとに分析を行った 

調査結果 エゾシカ：中央部，基部の越冬地に共通し，年間を通して越冬地周辺で生活する定着型

と，冬期のみ越冬地を利用し無雪期は他の地域で過ごす移動型の２つのタイプが混在し

ていた．中央部では特に岩尾別台地に定着型が多い。基部では移動型が多く、また、岬

部では定着型が多いことが分かった。花粉分析：今回の調査によって、ニレ属などシカの

選好樹種が、現在に至るまでに増減を繰り返していること、数地点で同時期に減少傾向

がみられることがわかった。しかし、全体的な傾向であるのか、限定した地域的な変化な

のかは、未だ分析に耐えうる標本間のばらつきが大きく、現段階では不明であった。 

調査者 財団法人 知床財団 

調査地 季節移動：知床半島の主要なシカ越冬地である，知床半島斜里町側（半島西側）の半島

中央部（幌別・岩尾別地区）と基部（遠音別地区）花粉分析：知床岬、ルシャ及びユウベツ

沼（知床五湖周辺）、糠真布及び四ツ倉沼、羅臼湖、真鯉、ポンホロ沼及びウトロ市街地

周辺 

調査年 2005 

キーワード エゾシカ、季節移動、植生、花粉分析 
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調査名 平成 18 年度エゾシカ保護管理計画策定業務 

調査目的 エゾシカの保護管理に向けた季節移動調査を実施する 

調査方法 地上及び航空機からのテレメトリー追跡（地上：２回以上 航空機：１回以上、１回

４時間） 

調査地 幌別・岩尾別地区及び遠音別地区 

キーワード エゾシカ、エゾシカ WG、季節移動、エゾシカ保護管理計画 

 

調査名 平成 18 年度エゾシカ密度操作実験予備調査 

調査目的 密度操作実験候補地である知床岬及びルサ－相泊地区において、植生モニタリ

ン グ指標の検討、エゾシカの個体群動態の把握およびエゾシカ密度調整手法

の検討 等、密度操作実験実施に必要な予備調査を行い、実施計画策定に向け

て密度操作 実験の具体的な実施手法（案）を検討する 

調査方法 （１）知床岬及びルサ－相泊地区における植生モニタリング指標の検討（２）知床

岬におけるエゾシカ個体群動態の把握（３）ルサ－相泊地区におけるエゾシカ個

体群動態把握のための手法の検討（４）知床岬及びルサ－相泊地区におけるエ

ゾシカ密度調整手法の検討  

調査地 知床岬・ルサ－相泊地区 

調査年 2006 

キーワード エゾシカ、モニタリング、ルサ、相泊、密度調整 
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調査名 平成１８年度グリーンワーカー事業（知床半島におけるエゾシカの植生への影響

調査事業） 

調査目的 本業務では、これまでの知床岬地区の防鹿柵内外の植生調査を行うとともに、当

地区周辺の土壌浸食の状況を把握し、また、これまでエゾシカの採食圧の把握が

されてこなかった遠音別岳周辺の低標高地から高山帯までにおけるエゾシカの

採食圧を植生調査及び採食痕の確認により明らかにすることを目的とする。 

調査方法 （１）遠音別岳における植生・エゾシカ採食圧調査･･･調査方法：過去に永久方形

区を設置した箇所を含め、植生の状況に応じた方形区を６箇所以上設置し、毎木

調査、林床植生調査を実施するとともに、エゾシカによる採食痕を把握する。な

お、新たに設置する方形区は今後の追跡調査が可能なように永久方形区とす

る。（２）防鹿柵内の植生回復状況調査･･･調査方法：各調査地に設置されている

防鹿柵内外の方形区における出現種ごとの優先度、草本層の植被率及び群落

高調査を実施する。（３）土壌浸食状況把握調査･･･調査方法：土壌浸食が生じて

いる地点の分布及び該当地点の侵食線（土壌露出部と植生被覆部の接線）の変

化状況について、概ね３回程度の追跡調査を実施する。  

調査地 知床半島（斜里郡斜里町及び目梨郡羅臼町） 

調査年 2006 

キーワード エゾシカ、植生、採食圧、防鹿柵、土壌 
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調査名 平成１８年度 国立公園等民間活用特定自然環境保全活動(グリーンワーカー)事

業(国指定知床鳥獣保護区ウトロ地区におけるエゾシカの適正管理事業)仕様書

調査目的 知床鳥獣保護区をはじめ、知床半島におけるエゾシカの適正な保護管理手法を

検討するため、知床鳥獣保護区と隣接するウトロ市街地の周囲に設置が予定さ

れているシカ柵による知床鳥獣保護区管理上の効果を検証するとともに、知床鳥

獣保護区を含む周辺地域におけるエゾシカによる植生への影響調査を行う 

調査方法 1.シカ柵設置前におけるシカ柵周辺地域のエゾシカ滞留状況モニタリング 2.シカ

柵設置後のシカ柵内へのエゾシカの侵入状況モニタリング 3.シカ柵外への追い

出し手法の検討 4.シカ柵の他地域における有効性の検証と課題等の抽出 5.シ

カ柵設置前後における知床鳥獣保護区および周辺地域のエゾシカ分布状況モニ

タリング 6.周辺地域における植生調査 

調査地 北海道斜里郡斜里町知床鳥獣保護区およびシカ柵設置により影響を受ける可能

性がある地域等、知床鳥獣保護区の管理上密接な関係のある知床鳥獣保護区

に隣接した周辺地域。 

調査年 2006 

キーワード エゾシカ、シカ柵、モニタリング、植生 
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調査名 平成１８年度知床国立公園利用適正化検討調査 

調査目的 知床半島先端部地区及び知床半島中央部地区において「利用適正化基本計画」の具体化に関

する方策を検討するため。 

調査方法 1.知床沼利用状況調査 2.夜間動物観察状況調査 3.入山カウンター・データ解析（１１カ所） 4.

利用適正化に係る利用者動向調査 5.冬季利用状況調査 6.交通規制検討調査 

調査地 北海道斜里郡斜里町、目梨郡羅臼町及び釧路市 

調査年 2006 

キーワード 利用適正化、知床沼、夜間、動物、アンケート、冬期利用、交通規制 

 

調査名 平成１８年度知床世界自然遺産地域生態系モニタリング調査 

調査目的 科学委員会及び各ＷＧのニーズを踏まえつつ、当該地域の海域、陸域のそれぞれにおいて構成

要素として重要な各調査項目について、学識経験者と連携・協力し調査を行い、生態系モニタリ

ング手法の確立及び統合的管理手法の確立に向けた基礎的データを蓄積することを目的とす

る。 

調査方法 1.衛星画像による海洋環境の変動の把握 2.水中ロボット（ROV）を用いた海底環境及び生物群

集構造のモニタリング 3.サケ科魚類による栄養塩輸送に関する調査 4.知床沿岸の浅海域生物

相の把握 5.樹皮剥ぎ履歴把握年輪分析調査 6.海岸線等における希少・在来植物群落調査 7.

シレトコスミレの遺伝的多様性調査 8.遠音別岳周辺のシレトコスミレなど希少植物の現存量・分

布域調査 9.知床の植物相調査 10.調査者による報告会 11.長期的モニタリング項目の検討 

調査地 知床半島全域 

調査年 2006 

キーワード 生態系、モニタリング、衛星画像、水中ロボット、サケ科魚類、浅海域生物相、樹皮剥ぎ、希少植

物、在来植物、シレトコスミレ、植物相 



 15

 

調査名 平成１８年度 国立公園等民間活用特定自然環境保全活動(グリーンワーカー)事

業(知床における外来種対策事業) 

調査目的 エゾシカによる採食圧等により在来植生が衰退した知床岬やその周辺地区で

は、アメリカオニアザミが群落を形成するまでに至っており、これを駆除すること

は、同岬等の生物多様性を保全する上で重要な課題となっている。このため、昨

年に引続き、群落面積の広さから重点的に駆除を行う必要があり、知床岬及び分

布の拡大が懸念される周辺地区で、アメリカオニアザミの駆除作業を行うととも

に、作業効果の検証や手法の検討を行う。  

調査方法 1 知床岬及び同周辺地区でのアメリカオニアザミの駆除作業 2 知床岬及び同

周辺地区のアメリカオニアザミの分布状況調査  知床岬等で重点的に駆除を行

う必要がある箇所（６箇所程度）で、１回または２回の駆除を合計で１００人日程度

行う。  （ア）アメリカオニアザミの分布状況調査  （イ）駆除を実施した箇所の

経過観察（６箇所程度） 3 作業効果の検証及び手法の検討 

調査地 知床岬及び同周辺地区（海食台地草原及び海岸斜面） 

調査年 2006 

調査期間詳細 平成１８年７月１２日から平成１８年１０月３１日まで 

キーワード アメリカオニアザミ、外来植物、在来植物 
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(2)1947 年撮影空中写真の整備 
   使用した米軍写真に関しては、日本地図センターより購入した。米軍写真の評定図

を図-3 に示す。 

 
図-4 米軍写真評定図 

 
空中写真のオルソ化の際には、2004 年に撮影された空中写真およびその際作成された

DSM データをリファレンスとして使用した。また、米軍写真は撮影高度や焦点距離といっ

た、オルソ化作業に必要な撮影諸元が公開されていないが、一般に米軍写真に使用される

パラメータを今回は使用した（表-5） 
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表-5 オルソ化作業に使用した撮影諸元 
項 目 値 

撮影高度 6705 m 
撮影縮尺 1/43144 
焦点距離 155.4098 mm 

参考：ESRI Japan ホームページ 
http://www.esrij.com/support/erdas/document/kensho_ob2/kensho_ob2.html 

 

 
図-5 整備された 1947 年空中写真 

 
  整備された 1947 年空中写真を図-5 に示す。撮影は 11 月に実施されたため、知床連

山は雪で白色となっている。しかし、例えば、先端部に近い箇所は積雪が少なく、現在

（2004 年空中写真）と比較して見ることが可能となった（図-6）。例えば羅臼市街を比較

すると、現在市街地がある場所には、1947 年には羅臼川が流れており、羅臼側は支流の

多い河川であったことが読み取れる。このように、本データは大変貴重なデータである

と考える。 
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図-6 知床半島先端部の 2004 年（左）と 1947 年（右）の比較 

 

図-7 2004 年羅臼市街（左）と 1947 年同地点（右） 
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 (3)衛星画像ライブラリの新設 
  収集した衛星およびセンサーの種類と入手先を表-6 に示す。 
 

表-6 収集した衛星データの種類と入手先 

データ種類 
衛星名 
センサー 

窓口 URL 

海上風向・風速 
（月平均） 

SeaWinds 
QuickSCAT 

JPL/NASA http://podaac.jpl.nasa.gov/cgi-bin/dcatalog 

/fam_summary.pl?ovw+qscat 
海水温度 
（月平均） 

Terra 
MODIS（熱赤外）

JAXA/EORC http://kuroshio.eorc.jaxa.jp 

/ADEOS/mod_nrt_new/index.html 
地上背景 Landsat 

可視 
RESTEC http://www.restec.or.jp/data 

/orderflow/orderflow.html 
 
  衛星画像ライブラリはリモートセンシングの解析のためにプロダクトデータをダウン

ロードするコンテンツではなく、主に GIS の背景、資料作成の図面作成、画像の閲覧を

目的としてデータを収集している。そのため、解像度の高い詳細なデータを用意すると

いうよりは、むしろ解像度を落とし、様々な環境で閲覧できるものとなるように工夫し

た。また、全てのデータにサムネイルをつけ、容易にデータの一覧が見える状態にする

こととした。さらに、GIS 等のソフトウエアで利用できるようにワールドファイル（座

標情報）と共に管理することとした。 

図-8 海上風向・風速（SeaWinds QuickSCAT：2007 年 2 月平均） 
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  海上風向・風速を示す SeaWinds・QucickSCAT の画像を図-8 に示す。図中で、海上

風向は矢印、風速は色によって示されている。本業務で整備したデータはひと月のデー

タの平均値を示しているが、陸域から 50km の範囲ではデータによっては使用できない

ことがある。しかし、データの範囲は広く、知床半島近辺のオホーツク海や太平洋の状

況を把握することができる点が特長といえる。2007 年 2 月の例では、知床半島近辺では

北西の季節風が平均 10m 程度吹いていることが分かる。 

 
図-9 海水温（Terra MODIS：2006 年 10 月平均） 

 
  海水温をあらわす Teera MODIS の画像を図-9 に示す。海水温は、図下に示す凡例で

読み取ることができる。この結果、知床半島周辺では 10 月にはオホーツク海の温度が下

がり、太平洋との温度差があるが、陸域に沿って水温の高い帯が存在していること、羅

臼沖では太平洋と同じ程度の海水温であることなどが読み取れる。 
 
  図-10 には、Landsat の画像の例を示す。Landsat は、撮影枚数があまりなく、雲の少

ない画像を選出しなければならないため、1990 年以降の年代より 4 季節収集した。図-10
で示す例は 2001 年 4 月 2 日に撮影されたものであるが、オホーツク海には流氷と見られ

る塊が写りこんでいるのがわかる。なお、記録によると、2001 年春の網走における流氷

終日（視界から流氷が消える）が 4 月 8 日であったことが分かっている（参考：札幌管

区気象台：http://www.sapporo-jma.go.jp/hokkaido/abashiri/data/rus.pdf）。 
図-11 には、収集した衛星画像の一覧を示す。 
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図-10 Landsat（可視：2001 年 4 月 2 日） 
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(2)収集した資料等の情報提供手法の具体的検討 
①知床データセンターの考え方 
 本業務で作成した知床データセンター（http://shiretoko.env.gr.jp/）は、知床に係る科学

委員会、WG 等に参加する委員間でデータ情報を共有すると同時に、市民に対して情報を

提供し、知床世界自然遺産の陸海域の保全と共生を推進することを目的として設置するデ

ータベースを主体としたホームページと位置づけた。従って、普及啓発に重点を置いたコ

ンテンツではなく、あくまで自然・社会的なデータを元に、情報を提供するものと位置づ

けた。 
 
②ユーザー区分について 
 これまで作成されたデータベースや本年度に収集するデータの中には、広く市民へと公

表することが望ましいと考えられる情報と、科学委員や WG においてのみ共有するデータ

が存在すると考えられ、情報の取り扱いには注意が必要である。 
 本業務では、収集した資料等の情報提供手法としてホームページを利用することを考え

たが、その際、ユーザー名とパスワードによって、閲覧できる情報に制限を与えることと

した。本業務で設定したユーザー区分を表-7 に示す。 
 

表-7 閲覧者の区分と権限 
ユーザー区分 内容 閲覧 登録・修正・削除 

一般ユーザー 一般の閲覧ユーザー ○ 

（一部閲覧不可）

× 

 

登録ユーザー WG、科学委員会の 

メンバー 

○ △ 

（登録分野を限定して可） 

モデレーター 運営事務局等 ○ ○ 

管理者 環境省、HP 作成者 ○ ○ 

 
 
「一般ユーザー」…一般の閲覧者。世界自然遺産知床の基盤となるようなデータや情報を

閲覧できる。しかし、調査データ、WebGIS など、詳細な内容やデー

タが閲覧できるコンテンツに関しては閲覧することができない。 
「登録ユーザー」…科学委員会、WG のメンバー。「一般ユーザー」以上の権限を持ち、一

般ユーザーでは閲覧することが出来ないコンテンツにアクセスできる。

また、ニュース投稿など一部のコンテンツについては登録・修正・削

除が行える点が特徴。また、環境省のレンジャーに関しては、「レンジ

ャー日記」コンテンツへの記事投稿が可能。これらにより、ホームペ

ージが管理者以外の手で更新され、鮮度を保つことが期待される。 
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「モデレーター」…科学委員会などの運営事務局のメンバー。登録ユーザーと比べると、

登録・修正・削除などの操作に権限が増え、会議の前後のお知らせな

ど、内容を更新することが可能となる。 
「管理者」   …最上級の権限を持つ環境省と HP 作成者（または管理者）を指し、全

てのコンテンツへのアクセスが可能。また、全てのコンテンツの登録・

修正・削除が可能。 
 
③トップページ 

 
図-11 トップページ 

ログインパネル 

メインメニュー 

スケジュール 

新着情報 

最新の会議 

最新の予定 

レンジャーブログ 
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１)ログインパネル 
登録ユーザー以上の権限を持つ閲覧者は、ログインを行う。ユーザー名とパスワー

ドは管理者によってあらかじめ発行されるものを使用する。 
 
 

2）メインメニュー 
閲覧者が使用するメニューは全て画面の左列に整理されている。なお、ログインを

行うと、メニュー構成が変わり、WebGIS 等のメニューが追加される（図-12） 
 

 
図-12 メニュー構成比較（一般ユーザー：左、登録ユーザー：右） 

 
3)スケジュール 
 知床世界自然遺産に係る会議や WG 等の開催スケジュール。委員や一般のユーザーは、

会議の日程や開始時間をチェックすることができる。 

一般ユーザー用 
メニュー 

登録ユーザー用 
メニュー 
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4)新着情報 
 更新情報やニュースなどを最も目に付くトップページに表示している。このことで閲

覧者はメニューボタンを押すまでもなく、最近のトピックや更新情報、ニュース等を知

ることができる。 
 
5)最近会議、最近の予定 
 近々に予定されている会議の情報。特に科学委員会をはじめとする会議が近づくと、

こうしたスケジュールで他の会議の日程も合わせて一括して確認できることが特徴。 
 
6)レンジャーブログ 
 環境省レンジャーによる日記。現場からの話題提供を行い、ホームページの新鮮さを

保つために重要なコンテンツである。 
 

④主な機能 
１)フォーラム 
 科学委員会、エゾシカ WG、海域 WG、河川工作物 WG、知床国立公園利用適正化会議

の各委員同士が意見交換を行える場。基本的には公開されているので、一般ユーザーも会

話の内容を知ることができる（図-13）。 

 
図-13 フォーラムの画面 
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2)地図データベース 
 これまでに整備された GIS データおよび本年度に作成したデータ等を用いて作成した地

図を閲覧できる。報告書の図面作成等に役立てることができると期待される。図-14 左に示

すように、データ一覧機能では、データ名、内容、データ年、出典等の詳細情報が示され

ている。また、サムネイル一覧表示にすると、図-14 右のように、各地図の小画面の一覧を

見ることができ、視覚的に必要な情報を探すことが可能である。 
 

図-14  地図データベースの画面 
 
○文献データベース 
 知床半島に係る調査研究等の資料をデータベース化している。分類、著者名（アルファ

ベット順）、発行年、ジャーナル名で文献を検索することができ、詳細な入手先等を調べる

ことができる。 
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3)調査データベース 
 本事業でも作成した調査データベースを閲覧することができる。調査一覧（図-15 左）か

ら調査名をクリックすると、詳細データ（図-15 右）を閲覧することができる。詳細データ

によっては、調査箇所データの位置図を閲覧することも可能である。 
また、WebGIS を用いて調査箇所を検索することも可能であるが、この機能に関しては

暫定公開として別のパスワードをかけて保護している。 
 

 
図-15 調査データベースの画面 
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4)WebGIS 
 地図のような画像ではなく、自由に拡大縮小ができる WebGIS を用いて、詳細に情報を

閲覧することができる（図-16）。データをかなり詳細に見ることができるため、現在は一般

ユーザーに対してパスワードがかけられている。なお、パスワードは以下の通り。 
   ユーザー名：shrdb 
   パスワード：shrwg 
 

 
図-16 WebGIS によるデータ閲覧画面 
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5)会議情報 
 科学委員会、世界自然遺産地域連絡会議、知床エコツーリズム協議会、知床国立公園利

用適正化検討会議の会議資料等を閲覧できる（図-17）。ユーザーは、現在の知床半島におけ

る議論の内容や、他会議でどのような内容が検討されているかを知ることができる。 
 

 
図-17 会議情報の閲覧画面 
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6)衛星画像ライブラリ 
 本業務で制作した衛星画像データを閲覧できる(図-18)。また、利用したい画像がある場

合は、lzh 形式でダウンロードすることができる。さらに、ダウンロードした図を利用する

ために、座標情報であるワールドファイルを添付している。報告書や、発表資料として使

用されることが期待される。 
 現在は可視、海水温、海上風向・風速データが収集されているが、今後、新たな衛星画

像を追加したり、提供を受けたりしつつ、さらにデータベースとして充実するものと期待

される。 

  

 

左上：データ一覧 
右上：サムネイル表示 
 
左下：衛星画像の詳細情報が記されている。ま

た、詳細なデータが必要なユーザーに対して、

データの出典や URL などが表示されている。 

図-18 衛星画像ライブラリ 
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7)映像ライブラリ 
 ROV によって撮影された映像を閲覧することができる（図-19）。映像は動画であるので、

閲覧するには Windows Media Player 等の再生ソフトが必要となる。映像画像ライブラリ

には、今後、知床半島に係る動画を収集することが期待される。 
 

 

図-19 映像ライブラリ画面 
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8)レンジャー日記 
 知床半島の現場で日々活動するレンジャーの日記を読むことができる（図-20）。現場から

離れている委員やユーザーにとって、現場の風景や話題は非常に新鮮に感じる。また、ホ

ームページの鮮度を保ち、リピーターを維持する上でも、こうした日記は非常に有効であ

ると考えられる。今後の更新と継続が望まれる。 
 

 

図-20 レンジャー日記画面 
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トップページ（登録ユーザー）
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地図データベース



 11

 

地図データベース 

サムネイル一覧
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調査データベース（一覧）
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調査データベース
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調査データベース 
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調査データベース
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調査データベース
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調査データベース
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調査データベース
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調査データベース
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調査データベース
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調査データベース
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調査データベース
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衛星画像ライブラリ（一覧）
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衛星画像ライブラリ（サムネイル一覧）
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衛星画像ライブラリ（サムネイル一覧）
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映像ライブラリ
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